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定 例 会

12日 ～19日

６月６月

　
平
成
18
年
第
２
回
行
方
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
12
日
か
ら
19
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
専
決
の
承
認
案
11
件
、
条
例
案
６
件
、
予
算
案
１
件
、
同
意
案
１
件
、
そ

の
他
４
件
の
計
23
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
な
る
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
８
名
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
市
長
を
は
じ
め
関
係
部
課
長
の
見

解
、
方
針
を
問
い
ま
し
た
。
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◎
行
方
市
行
財
政
改
革
推
進
委

員
会
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
平
成
18
年
４
月
１
日
の
機
構

改
革
で
「
行
政
改
革
推
進
室
」

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

委
員
会
の
庶
務
の
担
当
が
、
企

画
課
か
ら
行
政
改
革
推
進
室
に

変
わ
り
ま
し
た
。

◎
行
方
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
」
つ
い
て

　
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
市

民
税
等
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
行
方
市
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
免
除
の
期
日
が
平
成
20
年
３
月
31
日

ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

◎
行
方
市
産
業
活
動
の
活
性
化
及
び
雇

用
機
会
の
創
出
の
た
め
の
固
定
資
産
税

の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
条
例
の
失
効
時
期
が
平
成
21
年
３
月

31
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

◎
行
方
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
課
税
額
等

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
行
方
市
児
童
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
行
方
市
社
会
体
育
施
設
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
諸
井
児
童
公
園
及
び
玉
造
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
が
、
玉
造
統
合
幼
稚
園
の
建
設
敷

地
に
か
か
る
た
め
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

◎
車
輌
破
損
に
対
す
る
損
害
賠
償
の
額

の
決
定
に
つ
い
て

　
自
動
車
破
損
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償

額
21
万
円
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
全

国
町
村
会
よ
り
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

◎
平
成
17
年
度
行
方
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

　
１，

３
５
１
万
８
千
円
の
減
額
。
総

額
１
０
５
億
７
１
０
万
６
千
円
に
な
り

ま
す
。

◎
平
成
17
年
度
行
方
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ

い
て

　
１，

３
５
１
万
８
千
円
の
減
額
。
総

額
30
億
２，

３
４
６
万
４
千
円
に
な
り

ま
す
。

　
主
な
も
の
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
の
減
額
で
す
。

◎
平
成
17
年
度
行
方
市
流
域
関
連
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）に
つ
い
て

　
歳
入
　
基
金
繰
入
金
２
８
０
万
円
の

減
額
。
市
債
２
８
０
万
円
の
増
額
。

　
歳
出
　
総
務
管
理
費
59
万
円
の
増
額
。

公
債
費
59
万
円
の
減
額
。

◎
平
成
17
年
度
行
方
市
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

◎
平
成
17
年
度
行
方
市
流
域
関
連
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
平
成
17
年
度
一
般
会
計
の
市
道
（
麻
）

１
♣
７
号
線
改
良
事
業
及
び
施
設
整
備

事
業
・
公
民
館
管
理
事
業
（
ア
ス
ベ
ス

ト
除
去
工
事
）
予
算
６，

０
３
８
万
５

千
円
並
び
に
公
共
下
水
道
会
計
の
流
域

下
水
道
事
業
予
算
１
７
１
万
円
を
翌
年

度
に
繰
越
ま
し
た
。

◎
平
成
18
年
度
行
方
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
21
万
円
の
増
額
。
補
償
補
填
賠
償
金

に
な
り
ま
す
。

政　改　革政　改　革政　改　革
専
　
決
　
処
　
分

行政改革研修会↑
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予
　
　
　
　
　
算

質
　
疑

質
　
疑

階級

分団長

副分団長

部長及び

班長

10年以上
15年未満

268,000

253,000

253,000

※上記以外の階級及び勤務年数の支給額は現行どおりです。

15年以上
20年未満

363,000

338,000

308,000

20年以上
25年未満

463,000

428,000

388,000

勤　務　年　数

行  方  市 行　財　行　財　行　財　

人
　
　
　
　
　
事

条
　
　
　
　
　
例

行  方  市

（単位：円）

問
　
行
政
改
革
推
進
室
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
手
順
で
、
ど
う
い
う
も
の
を

仕
事
と
し
て
進
め
て
い
く
の
か
。

答
　
行
政
改
革
推
進
室
は
現
在
４
名
体

制
で
あ
る
。

　
業
務
内
容
は
、
９
月
ま
で
に
行
政
改

革
大
綱
、
実
施
計
画
、
そ
の
中
の
集
中

改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
を
す
る
こ
と
、
10

月
に
、
今
後
実
施
し
て
い
く
べ
き
行
政

改
革
の
項
目
を
市
民
に
公
表
し
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
は
、
実
施
計

画
の
推
進
事
項
の
進
行
管
理
を
行
っ
て

い
く
。

問
　
大
綱
、
あ
る
い
は
実
施
計
画
は
内

部
的
に
検
討
さ
れ
る
の
か
、
外
部
か
ら

諮
問
を
受
け
る
の
か
。

答
　
市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ

れ
た
行
政
改
革
推
進
委
員
会
が
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
、
庁
内
の
組
織
と
し
て

行
政
改
革
推
進
本
部
、
行
政
改
革
幹
事

会
、
６
つ
の
行
政
改
革
グ
ル
ー
プ
会
議

が
あ
る
。

　
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
報
道
機
関

等
を
利
用
し
て
、
市
民
か
ら
行
革
に
対

す
る
意
見
公
募
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
考
え
て

い
る
か
。
導
入
す
る
な
ら
、
政
策
の
結

果
責
任
等
の
報
告
を
そ
の
都
度
お
願
い

し
た
い
。

答
　
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

推
進
項
目
の
事
業
の
評
価
を
行
う
こ
と

を
考
え
て
い
る
。
報
告
の
指
摘
に
は
き

ち
ん
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て

島
　
田
　
幸
　
子
（
三
和
６
３
９
番
地
）

　
平
成
18
年
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

◎
行
方
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
が
別
表
の

と
お
り
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
行
方
市
農
村
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
管
理
内
容
に
つ
い
て
、
業
務
の
一
部

を
設
置
集
落
に
委
託
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

◎
行
方
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
入
居
者
の
資
格
要
件
に
「
Ｄ
Ｖ
防
止

法
」に
規
定
す
る
内
容
を
加
え
ま
し
た
。

◎
行
方
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
特
環
下
水
道
区
域
の
使
用
料
の
表
示

の
仕
方
を
基
本
料
金
の
設
定
に
合
わ
せ

ま
し
た
。

◎
行
方
市
三
昧
塚
古
墳
農
村
公
園
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

問
　
維
持
管
理
は
。

答
　
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に

お
願
い
す
る
形
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

◎
平
成
18
年
度
行
方
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
１，

９
４
２
万
４
千
円
の
増
額
。
総

額
１
７
１
億
８，

３
６
３
万
４
千
円
に

な
り
ま
す
。

　
主
な
も
の
は
、
消
防
団
員
退
職
金
、

企
画
事
務
費
（
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ホ

ー
ム
ゲ
ー
ム
「
行
方
の
日
」
の
経
費
や

新
市
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
）

の
増
額
で
す
。

し
ま
　
　 

だ
　
　  

さ
ち
　 

　
こ

行政改革推進室
こんな質問がありました。
（掲載されているのは質問の一部
を要約したものです）

行政改革推進室（麻生庁舎）→

↑収納対策室（麻生庁舎）
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議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

○請願・陳情とは、市民が市政についての要望
や意見を直接「議会」に提出する方法です。

※請願書（陳情書）はその要旨、理由を簡単に分かり
やすく書いてください。

※提出年月日、提出者の住所、氏名を書いて押印して
ください。

※請願書は、１人以上の紹介議員が必要で、表紙に自
筆による署名及び押印が必要です。

※紹介議員がつかないときは、陳情書としてください。

※道路等は簡単な地図、略図、図面等を付けてください。

（表紙例） （内容例）

○○○についての請願

（陳情）

　1.　要旨

　2.　理由

　平成　年　月　日

　請願（陳情）者の住所

　氏　名　　　　印

　行方市議会議長　殿

請願（陳情）書

　　　　紹介議員

　　　　　署　名　印

◆
議
会
へ
請
願
・
陳
情
さ
れ
る
方
へ
◆

◆請願・陳情の審査結果◆

受理年月日

平成18年

３月27日

平成18年

５月23日

請願・陳情等名

陳情書

「米国産牛肉の輸入

に抗議し、BSEの万

全な対策を求める」

陳情書

（　 　）特別委員会の

設置について

提出者名

行方市区長会

会長　山�　　實

茨城県潮来市宮前１-21-１

食とみどり、水を守る行

方地区労農会議

会長　六笠　孝一

審査結果

報告

報告

東関東自動車道水戸線『潮来ＩＣ～（仮称）鉾田ＩＣ間』

の整備早期実現に関する意見書について

　高速道路は、豊かな生活文化、活力ある経済社会活動を支える
最も基本的かつ重要な社会資本であり国の責任において高速道路
ネットワークの着実な整備が図られるよう強く望むものであります。
　東関東自動車道水戸線は、成田国際空港や北関東の空の玄関口
としての「百里飛行場」も民間共用化となり、そのアクセス道路
として機能するばかりでなく、鹿島港・常陸那珂港を高速道路で
結ぶ物流の基盤として重要な幹線道路であります。
　また、首都圏のリゾート需要や観光ルート形成にも重要な役割
を果たすことから、沿線市町村の産業・経済・農業発展の基盤に
なるものと確信するところであります。
　県道水戸神栖線（行方縦貫道路）も狭く、年々交通量も増大し交
通の不便を来しておるところであります。
　本路線は、千葉県境～潮来ICまでが昭和62年に開通して以来、
終点である（仮称）茨城町JCTまでは未だ開通しておりません（仮称）
鉾田IC～（仮称）茨城町JCT間においては事業に着手されております。
　とりわけ潮来IC～（仮称）鉾田IC間の約28kmについては、基本
計画段階と大きく立ち後れている状況にあります。
　この区間の整備を早期実現することは、県内高速道路ネットワ
ークの構築にとって必要不可欠であり地域の振興にも大きく寄与
するものであります。
　つきましては、特段の御配慮を賜り早期実現をお願いいたします。

　上記について、地方自治法第99条の規定により意見書を提出い
たします。
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◎
行
方
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
『
潮
来
IC
〜
（
仮

称
）
鉾
田
IC
間
』
の
整
備
早
期
実
現
に
関
す

る
意
見
書
に
つ
い
て

　
左
記
の
と
お
り
、
市
議
会
と
し
て
の
意
見

を
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
国
土
交
通

大
臣
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
酒
井
勝
男
議
員
か
ら
、
市
長
に
対
し
て
緊

急
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
質
問
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
　
郵
送
さ
れ
て
き
た
封
書
の
写
真
は
、
市

長
、
間
違
い
な
く
あ
な
た
で
は
な
い
の
か
。

答
　
一
切
覚
え
が
な
い
し
、
記
憶
に
な
い
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
ど
う
か
惑
わ

さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。

◆
緊
急
質
問
◆

　
一
般
質
問
と
は
別
に
、
質
問
が
緊
急
を
要
す

る
と
き
、
そ
の
他
真
に
や
む
を
得
な
い
と
認
め

ら
れ
た
と
き
、
あ
ら
か
じ
め
通
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
な
く
議
会
の
同
意
を
得
て
行
う
質
問
の

こ
と
を
い
う
。

緊 

急 

質 

問

緊 

急 

質 

問


